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袖ケ浦市民憲章

袖ケ浦市消防憲章

昭和５２年１０月１日

制　　定

昭和５３年１月１日

制　　定

　美しい緑の山河と近代工業地帯を併せもつ、私たち袖ケ浦市民は、豊かで平和な

郷土をつくるために五つの目標をかかげて市民憲章といたします。

１　だれにも思いやりの心で接し　奉仕の心をもちましょう

１　受け継いだふるさとの心を愛し　新しい息吹きに満ちたまちにしましょう

１　光と緑の自然が調和した　美しい未来の産業都市にしましょう

１　老人を尊び　子供に夢と希望をもたせるまちにしましょう

１　教養を高め　広い視野にたって　美しい文化のまちにしましょう

　私たちは住民の生命と財産を災害から護るという任務に誇りを持ち、明るく住み

良いまちづくりと市民の負託に応えるため、五つの目標を掲げ日々前進を約してこ

こに憲章を定める。

１　祖国と郷土を愛し、その安全を希求し任務の遂行に全力を尽す。

２　規律厳正にして、礼節を重んじ教養を高め、人格の陶冶に努める。

３　体力の向上と技能の熟達に励み、有事即応の体制を整える。

４　和を尊び友愛協調の精神により、強固なる団結を図る。

５　健康で明るく、自信と希望を持って誇りとする。

市の木　しい

（イタジイ・標準和名はスダジイ）

（昭和46年11月3日指定）

市の花　ゆり（ヤマユリ）

（昭和46年11月3日指定）

市の鳥　うぐいす

（昭和46年11月3日指定）
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市の概要
＜地勢＞
　袖ケ浦市は、東京湾沿い、千葉県のほぼ中央に位置し、羽を拡げた蝶のような形
をしています。東部は市原市、西部は木更津市に接し、北部は鋸の歯のような形状
で東京湾に臨んでいます。
　平成３年４月１日、全国で６５６番目、県下で２９番目に市制を施行しました。
このとき君津郡袖ヶ浦町（きみつぐんそでがうらまち）から現在の袖ケ浦市（そで
がうらし）になり、大きい「ケ」を採用するようになりました。
　令和３年４月に市制施行３０周年を迎え、この間、東京湾アクアラインや東関東
自動車道館山線が開通し、圏央道も一部供用開始されるなど、交通結節点として利
便性が飛躍的に高まりました。
　こうした立地の良さと、豊かな自然や優れた産業基盤が特徴である「袖ケ浦らし
さ」を活かしながら、社会基盤の整備や市民サービスの向上に取り組み、他に誇り
うるまちづくりを着実に行っており、人口も、増加傾向にあります。

＜位置＞
　東経１３９度５８分　北緯３５度２６分

＜面積＞
　９４．８２平方ｋｍ（東西１４ｋｍ、南北１３．５ｋｍ）

＜人口・世帯＞
　人口：６５，９８０人　（令和７年４月１日現在）
　世帯：３０，０４０世帯（令和７年４月１日現在）
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消防力の分布図

凡　　例

消防本部

消防署

分団詰所

特別防災区域

方面境界

①〜⑳

Ｙ

Ｙ
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あゆみ
S	 46  年	 11  月	 3  日

	 47  年	 4  月	 15  日
	 	 8  月	 10  日
	 	 10  月	 14  日
	 48  年	 4  月	 1  日

	 	 5  月	 28  日
	 	 6  月	 26  日
	 	 10  月	 1  日
	 49  年	 4  月	 1  日
	 	 5  月	 15  日
	 	 6  月	 7  日

29  日
	 50  年	 7  月	 5  日
	 	 8  月	 5  日
	 51  年	 4  月	 1  日

	 	 5  月	 1  日
	 	 7  月	 9  日
	 	 8  月	 3  日
	 52  年	 3  月	 23  日
	 	 4  月	 1  日
	 53  年	 1  月	 1  日
	 	 3  月	 7  日

15  日
	 	 4  月	 1  日

	 	 7  月	 25  日
	 	 10  月	 11  日
	 54  年	 2  月	 28  日
	 	 3  月	 29  日
	 	 4  月	 1  日
	 	 5  月	 1  日
	 	 7  月	 31  日
	 	 12  月	 6  日
	 55  年	 4  月	   1日
	 56  年	 4  月	 1  日
	 57  年	 2  月	 1  日
	 	 6  月	 26  日
	 	 8  月	 19  日
	 	 11  月	 5  日
	 58  年	 4  月	 1  日
	 	 8  月	 19  日
	 	 12  月	 6  日
	 59  年	 4  月	 1  日
	 	 8  月	 3  日
	 60  年	 3  月	 20  日
	 	 4  月	 1  日

袖ヶ浦町と平川町の合併により新生「袖ヶ浦町」となる
　袖ヶ浦町消防団２３ケ分団、団員数７２０名
　初代団長　鈴木貞夫氏就任
消防本部及び消防署設置の政令指定を受ける
第８回　千葉県消防ポンプ操法大会　最優秀賞
全国消防ポンプ操法大会第８位入賞　旧第１６分団（現在の第１３分団）
消防本部及び署を開設
　職員定数５０名、初代消防長事務取扱に鈴木等氏就任
　指揮車、広報車、化学車、水槽付消防ポンプ車、消防ポンプ車、救急車を各１台
　赤バイ２台を配備、消防団を統合し、２０分団、団員数６１０名
袖ヶ浦町消防本部・消防署庁舎竣工式
千葉県共済農業協同組合連合会より救急車寄贈
２代消防長　小幡萬次郎氏就任
消防本部機構を総務、警防、予防の三課制とする
富士石油㈱より原液搬送車寄贈
日本消防協会より広報車寄贈
救急業務の政令指定を受ける
２代消防団長　安田勝雄氏就任
第１１回　千葉県消防ポンプ操法大会　努力賞　第７分団
袖ヶ浦町消防署　平川出張所を開設
　消防ポンプ車、救急車各１台配備
消防本部機構を消防、予防の二課制とする
石油コンビナート等特別防災区域京葉臨海中部地区の政令指定を受ける
第１２回　千葉県消防ポンプ操法大会　努力賞　第１３分団
職員定数９６名に改める
３代消防長　清田有信氏就任
袖ヶ浦町消防憲章制定
消防庁長官表彰旗受賞
職員定数１３５名に改める
消防署長浦分遣所を開設
　大型高所放水車、大型化学車、原液搬送車、水槽付消防ポンプ車、救急
　車各１台配備、特別救助隊発足、隊員１０名
平川出張所を平川分遣所に名称改正　水槽付消防ポンプ車１台を配備
第１４回　千葉県消防ポンプ操法大会　最優秀賞　第１３分団
消防音楽隊発足、隊員２３名
救助工作車購入　長浦分遣所に配備
大型給水車購入　本署に配備
消防団員定数６００名以内とする
平川分遣所新庁舎完成、業務開始
第１５回　千葉県消防ポンプ操法大会　努力賞　第6分団
４代消防長　事務取扱　阿津義男氏就任
５代消防長　切替正氏就任
消防本部消防課を総務課に改める
３代消防団長　長沢正巳氏就任
消防団員定数４６７名以内とする
第１１回　全国救助技術大会　ロ－プ登はんの部　第３位
第１８回　千葉県消防ポンプ操法大会　努力賞　第２分団
６代消防長　近藤英一氏　４代消防団長　山田和夫氏就任
第１２回　全国救助技術大会　ロ－プ登はんの部　第２位
７代消防長　事務取扱　小泉義弥氏就任
８代消防長　岡田和一氏就任
第１３回　全国救助技術大会　ロ－プ登はんの部　上位入賞
消防本部庁舎増改築完成
消防本部機構改革により２課１室４係となる
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	 	 4  月	 1  日

	 	 11  月	 13  日
	 61  年	 12  月	 20  日
	 62  年	 2  月	 10  日
	 	 8  月	 21  日
	 63  年	 7  月	 20  日
Ｈ	 元  年	 1  月	 10  日
	 	 4  月	 1  日
	 3  年	 4  月	 1  日

	 	 8  月	 28  日
	 4  年	 3  月	 31  日
	 	 4  月	 1  日
	 	 8  月	 28  日
	 5  年	 4  月	 1  日
	 	 8  月	 20  日
	 6  年	 4  月	 1  日
	 	 8  月	 25  日
	 7  年	 2  月	 10  日
	 	 7  月	 25  日
	 	 8  月	 25  日
	 	 12  月	 6  日
	 	 	 27  日
	 8  年	 3  月	 25  日
	 	 4  月	 1  日
	 	 7  月	 23  日
	 	 8  月	 23  日
	 	 11  月	 14  日
	 	 12  月	 11  日
	 9  年	 3  月	 20  日
	 	 4  月	 1  日
	 	 8  月	 22  日
	 10  年	 1  月	 19  日
	 	 4  月	 1  日
	 	 5  月	 22  日
	 	 8  月	 28  日
	 11  年	 1  月	 19  日
	 	 4  月	 1  日
	 	 12  月	 6  日

15  日
	 12  年	 4  月	 1  日
	 	 11  月	 1  日
	 13  年	 1  月	 23  日
	 	 3  月	 15  日
	 14  年	 2  月	 27  日
	 	 3  月	 6  日

12  日
29  日

	 	 12  月	 10  日
	 15  年	 4  月	 1  日

千葉県広域消防相互応援協定を締結する
幼年消防クラブ発足
県民の消防員　団体の部　表彰受賞
長浦分遣所に消防訓練塔完成
袖ヶ浦町消防団　日本消防協会より竿頭綬受賞
第１６回　全国救助技術大会　ロ－プ登はんの部　上位入賞
第２４回　千葉県消防ポンプ操法大会　努力賞　第２分団
千葉県消防設備保守協会より査察車寄贈
９代消防長　野口俊夫氏就任
市制施行により袖ケ浦市消防本部に名称変更
　消防本部、署機構改革により２課１室４係１署２分署となる
　初代消防長　渡辺康雄氏就任
　初代消防団長　若林道郎氏就任
第２０回全国救助技術大会　ロ－プ登はん及びはしご登はんの部上位入賞
第１１分団（笠上）廃団（全１９ヶ分団）
千葉県広域消防相互応援協定一部改定
第２１回　全国救助技術大会　ロ－プ登はんの部　上位入賞
消防緊急通信指令施設更新
第２２回　全国救助技術大会　ロ－プ登はんの部　上位入賞
２代消防長　長谷川二三男氏就任
第２３回　全国救助技術大会　ロ－プ登はんの部　上位入賞
第４７回日本消防協会最高栄誉賞　特別表彰「まとい」　受賞
第３１回　千葉県消防ポンプ操法大会　最優秀賞　第１３分団
第２４回全国救助技術大会　ロ－プ登はん及びはしご登はんの部上位入賞
３代消防長　事務取扱　髙品進氏就任
第１２分団詰所　公民館新築のため移転新築
第２０分団詰所　道路拡幅のため移転新築
４代消防長　長谷川貞夫氏就任
第３２回　千葉県消防ポンプ操法大会　優秀賞　第１３分団
第２５回　全国救助技術大会　ロ－プ登はんの部　上位入賞
初代救急救命士業務開始
高規格救急自動車購入　本署に配備
第１分団詰所　道路拡幅による移転新築
２代消防団長　石井正信氏就任
第２６回　全国救助技術大会　ロ－プ登はんの部　上位入賞
可搬式消防ポンプＢ－３級１０台購入　第１分団から第１０分団に配備
５代消防長　染谷勝氏就任
可搬式消防ポンプＢ－３級９台購入　第１２分団～第２０分団に配備
第２７回　全国救助技術大会　ロ－プ登はんの部　上位入賞
高規格救急自動車購入　平川分署に配備
３代消防団長　鈴木喜久男氏就任
６代消防長　事務取扱　進藤秀一氏就任
第１８分団詰所　全面改修
７代消防長　柴崎靖夫氏就任
袖ケ浦市消防団女性部として７名にて発足
緊急消防援助隊部隊登録する
第６分団詰所　新築建替え
第７分団詰所　移転新築
高規格救急自動車購入　長浦分署に配備
消防ポンプ車ＣＤ－Ⅰ型更新　第１５分団及び第１６分団に配備
消防署平川分署　袖ケ浦市横田２１３番地に移転
消防署平川分署新築工事竣工し開設
日本消防協会より軽可搬消防ポンプ（Ｄ－１型）寄贈される
８代消防長　鈴木武仁氏　４代消防団長　在原嘉憲氏就任
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	 	 10  月	 23  日
	 16  年	 3  月	 3  日
	 	 4  月	 1  日
	 17  年	 3  月	 15  日
	 	 4  月	 1  日
	 18  年	 3  月	 3  日

7  日
	 19  年	 1  月	 15  日
	 	 3  月	 15  日
	 	 4  月	 1  日
	 20  年	 2  月	 23  日
	 	 3  月	 3  日

11  日
17  日

	 	 4  月	 1  日
	 21  年	 4  月	 1  日

	 22  年	 3  月	 12  日

	 	 4  月	 1  日
	 	 12  月	 6  日
	 23  年	 1  月	 20  日
	 	 2  月	 2  日
	 	 3  月	 15  日
	 	 4  月	 1  日
	 24  年	 4  月	 1  日
	 	 7  月	 6  日
	 25  年	 3  月	 6  日

8  日
	 	 4  月	 1  日

14  日

	 25  年	 7  月	 24  日
	 	 8  月	 22  日
	 	 12  月	 19  日
	 26  年	 3  月	 10  日

12  日
	 	 4  月	 1  日
	 	 6  月	 22  日
	 	 7  月	 26  日
	 27  年	 2  月	 6  日
	 	 4  月	 1  日
	 	 7  月	 1  日

25  日
	 28  年	 1  月	 29  日
	 	 2  月	 25  日
	 	 6  月	 1  日
	 29  年	 2  月	 23  日
	 	 4  月	 1  日

第１６回全国女性消防操法大会　出場　１５位　神奈川県会場
消防ポンプ車ＣＤ－Ⅰ型更新　第８分団及び第１０分団に配備
９代消防長　尾高文男氏就任
消防緊急通信指令施設更新
１０代消防長　花澤秀雄氏就任
消防ポンプ車ＣＤ－Ⅰ型更新　第１２分団に配備
緊急消防援助隊物資購入
第１５分団詰所　全面改修
第１６分団詰所　移転新築
１１代消防長　大森正行氏　５代消防団長　森　豊氏就任
救助工作車更新　長浦分署に配備
指揮車更新　本署に配備
消防ポンプ車ＣＤ－Ⅰ型更新　第５分団及び第１９分団に配備
第５分団詰所　全面改修
消防団年齢制限の撤廃　機能別消防団員（ＯＢ団員）結成
１２代消防長　佐久間誠一氏就任　
行政改革による組織改正で、本署を中央消防署　長浦分署を長浦消防署
平川分署を平川消防署に名称変更
化学車更新　中央消防署に配備
広報２号更新　原調広報車として消防本部へ配備
１３代消防長　平野幹雄氏就任
消防査察車更新　消防本部に配備
第１７分団詰所　移転新築
指令広報車更新　消防本部に配備
水槽付消防ポンプ車Ⅰ－Ｂ型更新　長浦消防署に配備
１４代消防長　花澤敏夫氏就任
１５代消防長　小林好氏就任
第４１回消防救助技術関東地区指導会　水上の部基本泳法出場
非常備消防 消防救急無線デジタル受令器整備完了
常備消防 消防救急無線デジタル化完了
６代消防団長　吉田政幸氏就任
市内１１９番受付処理が県内２０市町村消防本部（局）で運用する「ちば消防共同
指令センター」に切替　正式運用開始
指揮統制班発足　１０名体制で指揮隊運用開始
消防救急デジタル無線運用開始
消防団本部に消防救急デジタル無線携帯受令器８台配備
全１９ヶ分団に消防団用５Ｗ出力デジタルトランシーバー配備
第４２回消防救助技術関東地区指導会　水上の部基本泳法　６位入賞
第４２回全国消防救助技術大会　水上の部基本泳法　上位入賞
消防本部指令室指令台他撤去及び設備移設改修工事完了
中央消防署消防ポンプ車更新　水槽付消防ポンプ車（ＣＤ－Ⅱ→Ⅰ－Ｂ）
中央消防署　給水車更新　小型動力ポンプ付水槽車　Ⅱ型（積載水７ｔ→１０ｔ）
１６代消防長　鬼島孝一氏就任
二級河川小櫃川消防用水施設（県施設）オープニングセレモニー
第５０回千葉県消防操法大会（小型ポンプ操法の部）努力賞　第１４分団
長浦消防署　大型化学車更新　化学消防ポンプ自動車（大Ⅰ型）
１７代消防長　小平純一氏就任
袖ケ浦市消防団協力事業所表示制度告示
第５１回　千葉県消防操法大会（ポンプ車操法の部）努力賞　第１２分団
水槽付消防ポンプ車ＣＤ－Ⅰ型更新　中央消防署に配備
第４分団、第１０分団詰所　新築建替え
袖ケ浦市高齢者宅住宅用火災警報器設置事業実施要綱告示
大型高所放水車更新　長浦消防署配備
１８代消防長　古川和行氏就任　７代消防団長　佐久間貢氏就任
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	 	 7  月	 22  日
	 30  年	 1  月	 31  日
	 	 2  月	 28  日
	 	 4  月	 1  日

	 	 8  月	 4  日
	 	 11  月	 20  日

	 	 12  月	 10  日
	 31  年	 2  月	 17  日
	 	 4  月	 1  日
Ｒ	 2  年	 2  月	 1  日

16  日
19  日
26  日

	 	 3  月	 26  日

	 	 4  月	 1  日

	 3  年	 1  月	 29  日
	 	 3  月	 31  日
	 	 4  月	 1  日

	 	 7  月	 25  日

	 4  年	 3  月	 5  日
	 	 3  月	 20  日
	 	 4  月	 1  日

	 5  年	 2  月	 26  日
	 	 3  月	 15  日
	 	 4  月	 1  日

	 	 9  月	 1  日
	 6  年	 1  月	 1  日
	 	 2  月	 8  日

17  日
	 	 7  月	 27  日

	 7  年	 2  月	 22  日
	 	 2  月	 25  日
	 	 3  月	 15  日
	 	 4  月	 1  日

第５３回　千葉県消防操法大会（ポンプ車操法の部）努力賞　第１２分団
高規格救急自動車更新　中央消防署配備
第１９分団詰所　新築建替え
第８及び９分団組織統合により第８分団となる（全１８ヶ分団）
消防団員報酬引き上げ
（団員、班長、部長24,000円から団員36,000円、班長37,200円、
　部長38,400円、機能別消防団員12,000円から18,000円へ）
第５４回千葉県消防操法大会（小型ポンプ操法の部）努力賞　第１２分団
千葉アクア生コンクリート協同組合と「災害時における消防用水等の確保に関する協定」
締結
消防ポンプ車ＣＤ－Ⅰ型更新　平川消防署に配備
小型動力ポンプ付き積載車更新　第１４分団及び第１７分団に配備
１９代消防長　大野勝美氏就任
袖ケ浦市学生消防団活動認証制度告示
小型動力ポンプ付き積載車更新　第１分団及び第４分団に配備
高規格救急車更新　平川消防署に配備
第８分団詰所　新築建替え
富士石油株式会社袖ケ浦製油所と「災害時における消防車両等への燃料供給に関する協定」
締結
２０代消防長　末吉幸夫氏就任
袖ケ浦市初となる女性消防吏員採用
高規格救急車更新　長浦消防署に配備
消防音楽隊活動休止
８代消防団長　景山幸雄氏就任
行政改革による組織改正で、消防本部警防課新設
第３２回オリンピック競技大会（東京２０２０大会）
釣ヶ崎サーフィン競技に伴う消防特別警戒　救急隊１隊派遣
水槽付消防ポンプ車Ⅰ－Ｂ型更新　平川消防署に配備
第１４分団詰所　新築建替え
２１代消防長　苅米幹隆氏就任
消防団員出動報酬引き上げ
（災害出動報酬1,300円⇒8,000円、1日の累計活動時間が4時間未満4,000円）
小型動力ポンプ付き積載車更新　第１３分団及び第１８分団に配備
長浦消防署　訓練塔改修工事
２２代消防長　鳥飼信也氏就任
消防団員出動報酬引き上げ
（その他出動報酬1,300円⇒3,000円）
消防活動用無人航空機（ドローン）運用開始
９代消防団長　阿津好幸氏就任
指揮車更新　長浦消防署及び平川消防署に配備
小型動力ポンプ付き積載車更新　第２分団、第３分団及び第２０分団に配備
第３０回全国消防操法大会千葉県代表選考会（小型ポンプ操法の部）
優良賞　第６分団
小型動力ポンプ付き積載車更新　第１５分団に配備
原液搬送車更新　長浦消防署に配備
第１３分団詰所　新築建替え
２３代消防長　鈴木真紀夫氏就任
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組　　　　織

消防委員会

人事　組織　給与　予算

年報　消防財産　消防団

消防計画　訓練

施設機械の整備研究

第１　第２

通信指令　現場指揮統制

危険物施設許認可　石災法

危険物安全協会

消防用設備　消防同意　予防査察

火災原因調査　防火管理者育成

第１消防隊　第１特別救助隊

第２消防隊　第２特別救助隊

第１消防隊　第２消防隊

第１,２,３,４分団

第５,６,７,８,１０分団

第１２,１３,１４,１５分団

第１６,１７,１８分団

第１９,２０分団

第１消防隊　第２消防隊　予防担当

警 防 班

保 安 班

指揮統制班

調査指導班

長浦消防署

平川消防署

第１方面

第２方面

第３方面

第４方面

第５方面

女性消防団員

機能別消防団員（ＯＢ団員）

中央消防署

市

長

総

務

課

警

防

課

予

防

課

消
防
団
本
部

消

防

長

消

防

本

部

消

防

団

長

消

防

団
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財　　　　政
令和７年度一般会計予算

歳入

歳出

年度別消防費(歳出）内訳

区分

区分

科目 年度

予算額

予算額

構成比

構成比

本年度

本年度

15,422,818

367,820

7,600

61,000

69,000

155,000

1,698,000

94,000

1

47,000

92,000

30,000

7,000

166,503

446,846

5,165,025

2,448,835

35,386

72,000

1,120,894

300,000

1,023,972

1,359,300

30,190,000

271,006

3,594,283

12,903,027

3,019,704

3,003

632,920

737,323

2,012,561

1,451,255

3,542,776

300

1,921,842

100,000

30,190,000

15,115,931

374,126

3,900

55,100

43,000

143,100

1,442,700

88,000

1

34,900

106,000

30,000

8,000

172,595

442,133

4,608,841

2,303,387

29,845

67,000

1,228,455

300,000

823,886

2,229,100

29,650,000

271,873

4,863,689

12,063,972

2,878,846

1,005

648,250

634,015

1,989,356

1,391,741

2,926,343

300

1,880,610

100,000

29,650,000

1,260,932

79,447

110,876

1,451,255

30,190,000

4.807%

51.086%

1.218%

0.025%

0.202%

0.229%

0.513%

5.624%

0.311%

0.000%

0.156%

0.305%

0.099%

0.023%

0.552%

1.480%

17.108%

8.111%

0.117%

0.238%

3.713%

0.994%

3.392%

4.502%

100.000%

0.898%

11.906%

42.739%

10.002%

0.010%

2.096%

2.442%

6.666%

4.807%

11.735%

0.001%

6.366%

0.331%

100.000%

1,167,564

82,512

141,665

1,391,741

29,650,000

4.694%

50.981%

1.262%

0.013%

0.186%

0.145%

0.483%

4.866%

0.297%

0.000%

0.118%

0.358%

0.101%

0.027%

0.582%

1.491%

15.544%

7.769%

0.101%

0.226%

4.143%

1.012%

2.779%

7.518%

100.000%

0.917%

16.404%

40.688%

9.709%

0.003%

2.186%

2.138%

6.709%

4.694%

9.870%

0.001%

6.343%

0.337%

100.000%

1,154,632

84,326

99,980

1,338,938

28,320,000

4.728%

本年度

本年度

令和６年度

前年度

前年度

令和７年度

前年度

前年度

令和５年度

市税

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

法人事業税交付金

地方消費税交付金

ゴルフ場利用税交付金

自動車取得税交付金

環境性能割交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

市債

議会費

総務費

民生費

衛生費

労働費

農林水産業費

商工費

土木費

消防費

教育費

災害復旧費

公債費

予備費

常備消防費

非常備消防費

消防施設費

合計

一般会計予算

構成率（％）

単位：千円

単位：千円

単位：千円

合　　　　計

合　　　　計
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令和７年度消防費内訳表

消防予算と人口・世帯との比較

区　　分

年度区分

令和　元年度

令和　２年度

令和　３年度

令和　４年度

令和　５年度

令和　６年度

令和　７年度

一人あたり

19

19

19

20

20

21

22

１世帯あたり

44

45

44

46

46

47

48

小計

常備消防費 非常備消防費 消防施設費 横計 構成比

本年度 本年度 本年度 本年度 本年度

917

451,889

391,937

158,425

542

732

56,843

6,253

29,476

6,331

533

20

14,904

141,417

713

1,260,932

1

2

3

4

7

8

10

11

12

13

14

15

16

17

18

26

報酬

給料

職員手当等

共済費

報償費

旅費

需用費

役務費

委託料

使用料及び賃借料

工事請負費

原材料費

公有財産購入費

備品購入費

負担金・補助及び交付金

公課費

45,309

4

9,896

1,902

504

787

20,629

416

79,447

3

81

56

3,303

86,273

21,094

66

110,876

46,226

451,889

391,937

158,425

545

817

66,739

8,211

33,283

6,331

86,806

20

15,691

183,140

1,195

1,451,255

3.19%

31.14%

27.01%

10.92%

0.04%

0.06%

4.60%

0.57%

2.29%

0.44%

5.98%

0.00%

0.00%

1.08%

12.62%

0.08%

100.00%

1,067

436,776

374,331

160,282

560

1,114

54,804

6,460

34,115

7,479

759

55

15,126

73,483

1,153

1,167,564

49,155

5

9,035

1,929

447

658

21,042

241

82,512

10

179

70

4,009

117,368

19,889

140

141,665

50,222

436,776

374,331

160,282

570

1,298

63,839

8,459

38,571

7,479

118,127

55

15,784

114,414

1,534

1,391,741

3.61%

31.38%

26.90%

11.52%

0.04%

0.09%

4.59%

0.61%

2.77%

0.54%

8.49%

0.00%

0.00%

1.13%

8.22%

0.11%

100.00%

前年度 前年度 前年度 前年度 前年度

単位：千円

単位：千円
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令和７年度消防費事業別予算

常備消防費 非常備消防費

消防施設費

一般職人件費

消防委員運営事業

職員研修事業

福利厚生費

出初式等運営事業

総務運営事務費

火災予防啓発事業

危険物規制事業

指令業務運営事業

消防署警防活動運営事業

緊急消防援助隊派遣事業

無線県域及び共同指令センター運営事業

警防運営事業

応急手当啓発事業

消防署救助活動運営事業

消防署救急活動運営事業

維持管理費

車両維持管理費

車両購入費

小計

消防団活動運営事業

操法大会運営事業

消防団維持管理事業

小計

消防水利整備管理事業

非常備消防車両整備事業

常備消防車両整備事業

消防団詰所建設事業

小計

消防費事業別予算合計

1,002,251

128

4,286

2,690

1,007

13,504

1,483

11,212

9,146

6,683

524

136,772

2,293

572

5,004

12,345

25,090

24,519

1,423

1,260,932

67,248

0

12,199

79,447

21,094

34,729

0

55,053

110,876

1,451,255

単位：千円 単位：千円

単位：千円

単位：千円
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職　　　　員
消防職員　所属別配置状況

消防職員 年齢別及び階級別職員数

消防職員研修

計

計

元年度 2年度 3年度 4年度 5年度 6年度

監

51歳
以上

46歳〜
50歳

41歳〜
45歳

36歳〜
40歳

31歳〜
35歳

26歳〜
30歳

21歳〜
25歳

7年度
計画

20歳
以下

司令長 司令 司令補 士長 副士長 消防士 その他

1
2
5
1
2
1
3
10
2
1
4
4
34
33
27
130

1
10
22
42
37
0
18
130

1

1

1
10
2

6(再任用6）

19

1

8

2
2

1

2
2

1

1
1

1

23
2
2
4

53

2

1
1

2

1

1
1
1
10

12
1

13

1

3

1

1

11

2
4

23

1

1
4

1
1
5
5
4
22

8
1

9

1

5

1
1

2
2
1
2
2

1

1
2
4
6
6

37

2(再任用1）
1
1

2
2(再任用2）

1

2
1

11(再任用1)
10(再任用2)

9
42

15

15

6

2
1

2
2

5
2

1

2

1
19
2
2
4
6
6
2

1
4
70

1

2
1

1
2
11
12
7
37

15
4

19

1

6

2
2

1
1

4
2

23
2
2
4
6
6
2
2
1
4
71

1

4

2
2

2
2

5
2

1

1

1
22
2
2
4
6
6
2
2
1
4
74

0 0

4
21

1
26

1

6
5
6
18

12

7
19

5

2
2

2
2

4
1

9
2
2
4
3
3
2
2

4
49

10
10

階級

年齢

年度

所属

階級

区分

消
防
大
学
校

千
葉
県
消
防
学
校

消防長

総務課

警防課

予防課

消防署

市防災安全課派遣

消防監
司令長
司　令
司令補
士　長
副士長
消防士

新任消防長科
予防科
警防科
救急科
救助科
幹部科
危険物科
新任教官科
緊急消防援助講習
放射性物質災害講習
危機管理講習
危機管理セミナー
違反是正講習会

初任科
警防科
救助科
水難救助科
予防科
火災調査科
予防査察科
危険物科
救急科
訓練指導科
初級幹部科
中級幹部科
幹部特別研修
はしご講習会
特殊災害科
気管挿管講習
薬剤投与救命士再教育科
一般救命士再教育科
救急救命士処置範囲追加講習
救急隊長再教育

救急救命士養成所
薬剤投与追加講習（救命士養成所）

指導救命士養成研修
救急救命士研修、ＪＰＴＥＣ講習他
潜水士受験講習
小型移動式クレーン・玉掛講習
酸素欠乏・硫化水素主任技能
チェーンソー特別教育
フルハーネス特別教育
テクニカルロープレスキュー特別教育
ドローン操作研修
ちば消防共同指令センター派遣研修
予防技術検定

課長級
担務制
県消防学校教官派遣

課長級
警防班
指揮統制班
ちば共同指令センター派遣
課長級
調査指導班
保安班
中央
長浦
平川
合　　計

合　　計

合　　計

令和７年４月１日現在

令和７年４月１日現在

条例定数１３５名



− 13 −

年齢別及び階級別消防団員数

消防団員数現況

消防団員就業状況

消防団員雇用状況

消防団員定数の変遷

計

令和５年度

令和５年度

令和５年度

昭和46年度 昭和48年度 昭和54年度 昭和57年度 平成4年度 平成30年度

令和６年度

令和６年度

令和６年度

令和７年度

令和７年度

令和７年度

51歳
以上

46歳〜
50歳

41歳〜
45歳

36歳〜
40歳

31歳〜
35歳

26歳〜
30歳

21歳〜
25歳

20歳
以下

1
0
7
0

18
0

18
0

36
1

73
1

203
8

356
10

299

10

50

359

40.9

184

175

359

295

35

15

14

359

23

720

20

610

20

600

20

467

19

467

18

467

2

3

2

4

6

52
2

69
2

1

3

2

2

5
1
12
1
39
3
64
5

288

9

49

346

41.4

165

181

346

286

31

13

16

346

2

3

2

5

16

29
1
57
1

5

6

10

16

33
1
70
1

296

10

50

356

41.7

164

192

356

292

33

14

17

356

5

6

9

9

16

45
0

2

10

16

28
0

1

4

14
1
19
1

4

4
0

年齢
階級

団 長
　　　うち女性
副 団 長
　　　うち女性
分 団 長
　　　うち女性
副 分 団 長
　　　うち女性
部 長
　　　うち女性
班 長
　　　うち女性
団 員
　　　うち女性
合 計
　　　うち女性

基 本 団 員 数

女 性 団 員

Ｏ Ｂ 団 員

合 計

平 均 年 齢

市 内 就 業 者

市 外 就 業 者

合 計

被 雇 用 者

自 営 業

家 族 従 事

そ の 他

合 計

分 団 の 数

条 例 定 数

令和７年４月１日現在

各年度４月１日時点

各年度４月１日時点

各年度４月１日時点

各年度４月１日時点

消 防 団
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令和６年度消防団表彰一覧

袖ケ浦市消防団操法大会結果

計

ポンプ車 小型ポンプ

優勝 優勝準優勝 準優勝３位 ３位

団長 副団長 分団長 副分団長 部長 班長 団員

0

0

1

1

0

0

2

7

1

4

1

2

5

0

9

5

11

12

11

72

７分団

13分団

７分団

13分団

２分団

14分団

19分団

６分団

15分団

13分団

15分団

14分団

７分団

12分団

12分団

15分団

18分団

14分団

18分団

12分団

12分団

18分団

14分団

７分団

１分団

14分団

15分団

13分団

２分団

６分団

18分団

５分団

６分団

16分団

１分団

２分団

７分団

13分団

14分団

18分団

７分団

６分団

18分団

13分団

７分団

3.11東日本大震災のため操法大会開催自粛

隔年実施のため開催無し（支部代表　ポンプ車18分団・小型14分団）

隔年実施のため開催無し（支部代表　ポンプ車12分団・小型15分団）

隔年実施のため開催無し（支部代表　ポンプ車12分団・小型13分団）

隔年実施のため開催無し（支部代表　ポンプ車18分団・小型2分団）

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止

隔年実施のため開催無し（支部代表　小型6分団）

小型ポンプの部のみ実施

1

1

1

2

3

1

9

2

12

1

1

1

3

1

1

2

3

4

11

2

2

1

2

2

1

3

1

3

1

18

1

3

2

1

2

4

1

1

6

3

24

階級種別

年度
結果

消防庁長官永年勤続功労章

日本消防協会長功績章

日本消防協会長精績章

日本消防協会長勤続章

千葉県知事特別功労章

千葉県知事永年勤続功労章

千葉県知事功労章

千葉県知事精勤章

千葉県消防協会長特別功労章

千葉県消防協会長永年勤続功労章

千葉県消防協会長功績章

千葉県消防協会長功労章

千葉県消防協会長精勤章

千葉県消防協会長感謝状

千葉県防災危機管理部長章

千葉県消防協会君津支部長特別功労章

千葉県消防協会君津支部長功労章

袖ケ浦市長章

袖ケ浦市消防団長章

合計

平　成　２０　年　度

平　成　２１　年　度

平　成　２２　年　度

平　成　２３　年　度

平　成　２４　年　度

平　成　２５　年　度

平　成　２６　年　度

平　成　２７　年　度

平　成　２８　年　度

平　成　２９　年　度

平　成　３０　年　度

令　和　元　年　度

令　和　２　年　度

令　和　３　年　度

令　和　４　年　度

令　和　５　年　度

令　和　６　年　度
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令和６年度

令和７年４月１日現在　単位：円

令和６年度

消防団の主な行事及び活動

消防団員基本報酬及び出動報酬

消防団員各種災害等出動（参加）状況

月

区分

回数・延人員数

基本報酬（月額）	

災害出動報酬（火災・風水害等）	

その他の出動報酬(警戒・訓練等)

年間延出動回数（回）	

出動（参加）延人員数（人）

階級

種別
災　　害

訓　　練
(操法訓練含）

警　　戒
そ　の　他

（点検・整備等）

16

391

452

2,402

333

1,921

572

2,975

４

５

６

７

８

９

１０

１１

１２

１

２

３

主な行事及び活動

団長

19,000

8,000（１日あたり、ただし１日の出動時間の累計が４時間未満の場合4,000）

3,000（１日あたり）

副団長

13,000

分団長

8,500

副分団長

4,400

部長

3,200

班長

3,100

団員

3,000

本部長及び
本部部長

11,000

機能別消防団員
（ＯＢ団員）

1,500

消防団員辞令交付式、消防団幹部意見交換会

全団員規律訓練・新入団員講習

第１回団本部・分団長会議、第１回女性消防団員会議

第１回千葉県消防協会君津支部会議

ＯＢ団員意見交換会

消防団幹部視察研修、第２回団本部・分団長会議

令和６年度袖ケ浦市消防団早出し競技会

第４５回千葉県消防協会君津支部消防操法大会

第３０回全国消防操法大会千葉県代表選考会

第２回千葉県消防協会君津支部会議

市町村消防長・団長会議

火災基礎及び震災対応研修

消防団全体訓練（震災対応訓練）

第３回団本部・分団長会議、第２回女性消防団員会議

君津支部消防団上級幹部研修

火災基礎及び震災対応研修

秋季火災予防運動

消防団員特別教育（指導員研修）

第３回千葉県消防協会君津支部会議

千葉県消防殉職者慰霊祭

第４回団本部・分団長会議

歳末特別警戒（出動式）

袖ケ浦市消防出初式

女性消防団員活性化シンポジウム

チェンソー特別教育

袖ケ浦市総合防災訓練

第５回団本部・分団長会議

消防団幹部意見交換会

消防団更新車両引渡式（第１５分団に救助資機材積載型車両を配備）

春季火災予防運動

第４回千葉県消防協会君津支部会議

第７５回千葉県消防大会

第１３分団詰所落成式
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通信・指令
「ちば消防共同指令センター」について

１１９番通報

出場指令

消防車などの出場

　袖ケ浦市内の１１９番通報は、千葉市消防局内の「ちば消防共同指令センター」
で受け付けています。
　この「ちば消防共同指令センター」は、千葉県の北東部・南部を管轄する２０消
防本部（局）の１１９番通報の受信や、消防車や救急車の無線管制等の通信指令業
務の運用を共同で行っています。
　共同運用を行うことで、業務の効率化が図られるとともに、各消防本部（局）の
連携及び情報の共有化が可能となり、隣接地域や大規模な災害時の相互応援体制が
充実強化されます。

袖ケ浦市、木更津市、君津市、富津市、千葉市、銚子市、成田市、旭市、市
原市、四街道市、富里市、栄町、安房郡市広域市町村圏事務組合、長生郡市
広域市町村圏組合、匝瑳市横芝光町消防組合、山武郡市広域行政組合、香取
広域市町村圏事務組合、佐倉市八街市酒々井町消防組合、印西地区消防組合、
夷隅郡市広域市町村圏事務組合　以上「２０」の消防本部（局）

共同運用している消防本部（局）は以下のとおりです。
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令和６年（１月１日～１２月３１日）

令和６年（１月１日～１２月３１日）

袖ケ浦市内１１９番入電件数 (ちば消防共同指令センター）

袖ケ浦市内１１９番入電時口頭指導件数 (ちば消防共同指令センター）

※その他については、各災害の問合せ・１１９番通報試験等が含まれます。

月
災害種別等

指導内訳

月

火災

気
道
確
保

人
工
呼
吸

胸
部
圧
迫

心
肺
蘇
生

除

細

動

止

血

固

定

移

動

体

位

創
傷
処
置

そ

の

他

指
導
拒
否

救急 救助 左以外の災害 いたずら 間違い その他 合計

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

合計

前年

増減

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

合計

前年

増減

11

15

4

9

2

7

2

5

6

8

11

10

90

64

26

2

1

2

1

2

1

1

1

1

12

16

-4

0

0

0

16

10

5

8

9

2

8

1

6

11

9

19

104

137

-33

0

0

0

0

0

0

10

8

7

10

6

6

5

8

9

10

9

9

97

141

-44

0

0

0

0

3

-3

1

2

1

4

12

-8

0

0

0

1

2

1

1

5

11

-6

1

1

2

2

3

1

1

1

1

2

15

20

-5

264

239

216

203

216

219

285

270

194

238

224

281

2,849

2,971

-122

6

1

2

5

3

5

1

3

1

10

4

41

32

9

53

42

44

45

42

32

52

68

49

46

49

84

606

532

74

1

2

1

3

1

2

10

11

-1

24

22

18

18

17

25

19

29

20

21

33

26

272

305

-33

80

53

61

47

58

60

65

82

57

55

62

82

762

892

-130

439

374

343

324

340

347

428

455

332

370

391

487

4,630

4,807

-177
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無線の現況

令和７年４月１日現在消防救急無線

無線局数

その他の無線

袖ケ浦市に免許された電波の型式、周波数及び空中線電力

※デジタル波は近隣の木更津市・市原市の周波数を実装している

※デジタル波は基地局を中継した折り返し波と各局直接波による二通りの交信がある

型式

デジタル波局

消防団受令機（デジタル波）

千葉県防災相互無線

袖ケ浦市防災行政無線

袖ケ浦市防災行政無線 (広報）

署活動用携帯無線

簡易業務無線（消防団）

陸上移動局（車載）

陸上移動局（可搬型）

陸上移動局（卓上型）

遠隔制御器

陸上移動局（携帯）

陸上移動局（携帯）

陸上移動局（携帯型）

遠隔制御器

陸上移動局（携帯）

陸上移動局（携帯）

158.35MHz

351.38MHz

69.15MHz

400MHz帯

350MHz帯

 2局

 1局

 1台

47局

30局

 5W

 5W

 1W

 5W

260  MHz帯   1波

260  MHz帯   1波

24局

1局

1局

1台

28局

車載18台

携帯 8台

デジタル波 5K80GID

周波数

袖ケ浦波

木更津波

市原波

主運用波

統制波

260  MHz帯   2波

260  MHz帯   2波

260  MHz帯   5波

260  MHz帯   7波

260  MHz帯   3波

空中線電力

5W

5W

5W

5W

5W
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火　　　　災

火 災 発 生 状 況

令和６年の火災と前年比較

※　出火率とは、人口１万人当りの出火件数をいう。

区　　　分

件

〃

〃

〃

〃

〃

千円

〃

〃

〃

〃

棟

〃

〃

〃

〃

㎡

㎡

人

人

％

35

11

2

3

1

18

42,237

0

792

330

465

12

2

2

1

7

252

6

0

6

5.30

40

11

1

4

0

24

8,100

0

800

0

674,659

11

0

0

1

10

0

2

1

3

6.06

-5

0

1

-1

1

-6

34,137

0

-8

330

-674,194

1

2

2

0

-3

252

4

-1

3

-0.76

単位 令和６年（Ａ） 令和５年（Ｂ）
増　減

（Ａ）－（Ｂ）＝（Ｃ）

種　

別

損
害
見
積
額

焼
損
棟
数

総 数

建物火災

林野火災

車両火災

船舶・航空機
火 　 　 　 災

その他の火災

建 物 火 災

林 野 火 災

車 両 火 災

船舶・航空機
火 　 　 　 災

その他の火災

総 数

全 焼

半 焼

部 分 焼

ぼ や

建 物 焼 損 床 面 積

建 物 焼 損 表 面 積

死 者

負 傷 者

出 火 率



− 20 −

年別火災件数の推移

月別・種類別火災発生状況

各年

令和６年１月１日～１２月３１日

建物火災

林野火災

車両火災

船舶・航空機火災

その他の火災

合計

火災種別

月

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

合　　計

R2

林野火災建物火災

R3

車両火災

R4

船舶
航空機
火災

R5

その他の
火災

R6

合計

11

1

4

19

35

1

1

2

1

1

2

3

1

3

11

7

2

13

22

2

1

3

10

5

12

27

1

1

11

1

4

24

40

4

3

1

1

1

1

2

2

3

18

11

2

3

1

18

35

6

6

2

3

0

4

1

2

0

3

4

4

35
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地区別・種類別火災発生状況

用途別火災発生状況（建物火災）

原因別・種類別火災発生状況

令和６年１月１日～１２月３１日

令和６年１月１日～１２月３１日

令和６年１月１日～１２月３１日

専用住宅

共同住宅

病院・福祉施設等

工場・作業場

事業所（危険物施設）

倉庫・物置・納屋

合計

焚　き　火　　
野焼きの拡大

放　　火　　　　
（放火の疑い含む）

火　遊　び

電　　気

こ　ん　ろ

た　ば　こ

そ　の　他

不　　明

合　　計

昭和地区

長浦地区

根形地区

平岡地区

中川地区

コンビナート地区

合　　計

火災件数 焼損床面積（㎡）焼損表面積（㎡）損害見積額（千円）

林野火災

林野火災

建物火災

建物火災

車両火災

車両火災

船舶・航
空機火災

船舶・航
空機火災

その他の
火災

その他の
火災

合計

合計

4

2

1

2

1

1

11

243

9

252

2

4

6

40,801

1,106

9

261

3

57

42,237

1

1

2

1

1

2

1

3

1

2

4

11

4

3

1

2

1

11

1

2

3

1

1

1

3

1

1

1

1

10

1

1

5

1

18

1

4

1

7

5

18

10

1

0

4

0

2

9

9

35

6

7

3

11

1

7

35
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救　　　　急
事故種別月別出動件数及び搬送人員

署別出動件数及び搬送人員

事故種別

署別 中央署 長浦署 平川署 合計

出動件数 出動件数 出動件数 出動件数搬送人員 搬送人員 搬送人員 搬送人員

月別

月

前年

前年

増減

増減

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12

320
250
288
219
260
195
257
198
277
222
258
191
330
256
304
243
231
168
280
203
280
213
375
287

131
112
89
88

107
98

190
172
125
152
156
140

107
110
111
103
96
93
1
10
10
22
26
131

82
66
60
66
74
67
139
122
96
106
98
104

320
288
260
257
277
258
330
304
231
280
280
375

3,565

2,816

-105

-171

3
1
2
1
1

1

3

2
1
2
1
1
1

96
86
62
66
72
71

140
139
89

104
107
101

83
80
86
77
82
65
1
10
7
18
24
102

71
53
47
55
68
55
115
94
72
81
82
84

250
219
195
198
222
191
256
243
168
203
213
287

18

2

-3

3

0

0

0

0

2

1
1

2

2

1

-1

16
17
13
11
16
11
27
22
16
18
16
11
19
19
22
21
20
16
22
15
27
20
22
19

247

243

-11

-43

3
3
1
1
6
6
3
3
2
2
2
2
7
8
3
3
5
3
5
5
8
7
3
3

47

44

1

2

1
1
1
1
1
1
1

1
1
8
7
1
1
2
2
2
2
1

1
1

15

15

5

2

41
32
44
34
40
35
30
25
39
32
39
29
38
26
34
29
31
25
44
33
37
32
61
52

498

421

-20

-37

1

1
1
2
2
1

2

1

6
5
1
1
1

3
2
3

1

13

10

10

1

4
1
4
4
4
2
4
4
1
1

2
1
1

4
2
2
2
1
1

26

14

1

4

221
167
199
145
168
120
163
123
185
147
168
126
228
176
221
172
156
114
171
123
176
134
262
189

2,443

1,869

-125

-133

31
29
23
21
22
18
27
20
29
22
27
21
22
14
21
16
16
8
27
20
24
17
23
21

256

196

36

31

3,460

2,645

1,560

1,312

248

820

1,309

-489

1,080

944

136

3,460

3,565

-105

1,133

1,005

128

635

1,050

-415

877

761

116

2,645

2,816

-171

15

5

0

0

3

1

236

200

48

46

20

17

478

384

23

11

27

18

2,318

1,736

292

227
合計

合計

計

令
和
６
年

令
和
６
年

火

災

自
然
災
害

水

難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加

害

自
損
行
為

急

病

そ

の

他

上段：件
下段：人
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事故種別年齢区分別傷病程度別搬送人員状況

事故種別

傷病程度
年齢
区分

死　亡
重　症
中等症
軽　症
その他
計

死　亡
重　症
中等症
軽　症
その他
計

死　亡
重　症
中等症
軽　症
その他
計

死　亡
重　症
中等症
軽　症
その他
計

死　亡
重　症
中等症
軽　症
その他
計

死　亡

重　症

中等症

軽　症

その他

計

※「その他」とは、医師の診断及びその他の場所に搬送されたもの

当年
前年
増減
当年
前年
増減
当年
前年
増減
当年
前年
増減
当年
前年
増減
当年
前年
増減

2

2

1
23

125

149
1
1

17
75

94
12
29

217
592

850
55
83

746
666

1,550
68
61
7

114
103
11

1,003
1,037
-34

1,460
1,615
-155

2,645
2,816
-171

2
1

3

1
1

2

3

3
2
2

5
2
3

1

1

1
-1

1
-1
1

1

1
2
-1

6

6

3
14

17
2
5
13
115

135

3
9
30

42
2
3
-1
8
8

25
41
-16
165
191
-26

200
243
-43

1
1
9
22

33

3
10

13
1

1
1
4
-3
12
13
-1
32
27
5

46
44
2

2
12

14

2

2

1

1

2
2

15
13
2

17
15
2

2
40

42

3
17

20

2
15
55

72
3
3
89
155

250
3
3

5
6
-1
109
124
-15
267
288
-21

384
421
-37

1

1

1
6

7

3

3

1
2
-1
10
8
2

11
10
1

1
1

2
3
2
5
2

12
2

2

4
5
3
2
2

2
8
8

3
3

18
14
4

2

2

1
13
78

92
1
1
8
30

40
6
15
124
385

530
50
70
490
462

1,072
57
51
6
87
76
11
635
666
-31
957

1,076
-119

1,736
1,869
-133

8
1

9

4
48
3

55

7
152
4

163

11
9
2

208
180
28
8
7
1

227
196
31

計

新
生
児

乳
幼
児

少　

年

成　

人

高
齢
者

合　

計

火　

災

自
然
災
害

水　

難

交
通
事
故

労
働
災
害

運
動
競
技

一
般
負
傷

加　

害

自
損
行
為

急　

病

そ
の
他

令和６年（１月１日～１２月３１日）
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防火対象物等
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